
（財）地球環境産業技術研究機構  

 

CO2分離・回収技術の技術開発のモデル化  
 

 

表１ 化学吸収法によるCO 2回収技術の技術レベルと構成要素技術 

   回収技術レベル 

＼(回収動力 * ) 

構成要素技術 

0.21 程度（石炭火力）

0.23 程度（LNGCC）  

（単位 :  kWh/kg-CO 2 ）  

0.15 程度（石炭火力）

0.165 程度（LNGCC）

（単位 :  kWh/kg-CO 2 ） 

0.11 程度（石炭火力）

0.125 程度（LNGCC）

（単位 :  kWh/kg-CO 2 ） 

化学吸収液材料技術 従来レベルの再生熱・再

生温度特性を有する化

学吸収液技術 

蒸気タービンからの抽

気利用により上記性能

を 満 た す よ う な 再 生

熱・再生温度特性を有す

る省エネルギー型化学

吸収液技術 

蒸気タービンからの抽

気利用により上記性能

を 満 た す よ う な 再 生

熱・再生温度特性を有す

る超省エネルギー型化

学吸収液技術 

吸収塔・再生塔技術 大型吸収塔・再生塔技術 

定圧送風機技術 大型・高効率の定圧送風機技術 
*  回収動力は、回収率 90%で純度 99.9%の常圧ガスとして回収する場合における回収CO 2 量  
（純度 100%換算）あたりの送電端出力の減少分であり、石炭火力発電排ガスから回収する  
場合および LNG 複合発電排ガスから回収する場合の値の目安を示す。  

 

 

 

表２ 物理吸着法によるCO 2回収技術の技術レベルと構成要素技術 
 

   回収技術レベル 

＼(回収動力 * ) 

構成要素技術 

 

0.24 kWh/kg-CO 2 程度  

 

0.19 kWh/kg-CO 2 程度  

 

0.15 kWh/kg-CO 2 程度  

吸着材技術 従来レベルの吸着性能

を 有 す る CO 2 吸 着 材 技

術 

上記性能を満たすよう

な吸着性能を有する省

エ ネ ル ギ ー 型 CO 2 吸 着

材技術 

上記性能を満たすよう

な吸着性能を有する超

省 エ ネ ル ギ ー 型 CO 2 吸

着材技術 

吸着塔・バルブ技術 通気開閉用大型バルブと、それを利用する吸着塔技術 

真空ポンプ技術 大型・高効率（ 75%）の真空ポンプ技術  

変圧送風機技術 大型・高効率（ 75%）の変圧送風機技術  
*  回収動力は、石炭火力発電排ガスから回収率 90%で純度 99%の常圧ガスとして回収する場  
  合における回収CO 2 量（純度 100%換算）あたりの送電端出力の減少分である。  
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表３ 膜分離法によるCO 2回収技術の技術レベルと構成要素技術 
 

   回収技術レベル 

＼(回収動力 * ) 

構成要素技術 

0.39 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

0.34 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

0.27 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

分離膜技術 CO 2 /N 2 分離係数 35 の

CO 2 分離膜技術  

CO 2 /N 2 分離係数 100 の

CO 2 分離膜技術  

CO 2 /N 2 分 離 係 数 1000

相当の膜・化学吸収ハイ

ブ リ ッ ド CO 2 分 離 膜 技

術  

真空ポンプ技術 大型・高効率（ 75%）の真空ポンプ技術  
*  回収動力は、石炭火力発電排ガスから回収率 60%で膜分離後、液化精製により温度 -40℃、圧力 10 

bar 
で純度 99.9%の液化CO 2 として回収する場合における、回収CO 2 量（純度 100%換算）あたりの送電

端出力の減少分である。  
 
 

表４ 酸素／二酸化炭素燃焼ボイラによるCO 2回収技術の技術レベルと構成要素技術 
 

   回収技術レベル 

＼(回収動力 * ) 

構成要素技術 

0.15 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

0.13 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

0.11 
kWh/kg-CO 2  

程  度  

空気分離技術 純度 93%の酸素製造動

力 0.34 kWh/Nm 3 -O 2 の

空気分離技術  

純度 93%の酸素製造動

力 0.31 kWh/Nm 3 -O 2 の

空気分離技術  

純度 93%の酸素製造動

力 0.28 kWh/Nm 3 -O 2 の

空気分離技術  

酸素燃焼ボイラ技術 石炭 -O 2 ／CO 2 再循環燃焼ボイラ技術  
*  回収動力は、回収率 90%で純度 85%の常圧ガスとして回収する場合における回収CO 2 量  
（純度 100%換算）あたりの送電端出力の減少分（通常の石炭 -空気燃焼ボイラ利用の脱硫・  
脱硝装置付き発電所における送電端出力との差）である。 

 
 

表５ 水素分離型ガスタービンによるCO 2回収技術の技術レベルと構成要素技術 
 
   回収技術レベル 

＼(送電端効率 * ) 

構成要素技術 

 
送電端効率 51%程度の水素分離型  

天然ガスガスタービン（回収率 85%）

 
送電端効率 40%程度の水素分離型石

炭ガスガスタービン（回収率 95%）

高温水素分離膜技術  500℃でH 2 /CO 2 透過比 500、H 2 /CO透過比 500 の水素分離膜技術  

膜改質器技術  メタン改質率 90%以上の膜改  

質器大規模モジュール技術  

 

（不  要）  

H 2 -空気燃焼G/T技術  H 2 -空気燃焼ガスタービン・燃焼器（出口温度 1400℃級）技術  

CH 4 -O 2 燃焼G/T技術  CH 4 -O 2 /CO 2 燃焼ガスタービン・燃

焼器（出口温度 1000℃級）技術  

 

（不  要）  

CO-O 2 燃焼G/T技術   

（不  要）  

CO-O 2 /CO 2 燃焼タービン・水噴射  

燃焼器（出口温度 1000℃級）技術  

石炭ガス化技術  （不  要）  酸素吹き石炭ガス化技術  

ガス精製技術  （不  要）  石炭ガス化ガスの湿式精製技術  
*  送電端効率は、純度 99%の常圧ガスとしてCO 2 を回収する場合における値（高発熱量基準）で  
 ある。  
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図１ 化学吸収法によるCO 2回収技術開発のネットワークチャート 

 

CHAL
0101

再生熱が
従来レベ
ルの化学
吸収液技
術の開発

開始

CHAL
0100

再生熱が
従来レベ
ルの化学
吸収液
技術

CHAL
0201
省エネル
ギー型化
学吸収液
技術の開
発開始

CHAL
0200

省エネル
ギー型化
学吸収液

技術

CHAL
0301
超省エネ
ルギー型
化学吸収
液技術の
開発開始

CHAL
0300

超省エネ
ルギー型
化学吸収
液技術

ABST
0001

化学吸収
塔・再生塔
技術の開
発開始

ABST
0000

化学吸収
塔・再生塔

技術

FXBR
0001

定圧送風
機技術の
開発開始

FXBR
0000

定圧送風
機技術

CHCP
0005

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.21kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

CHCP
0105

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

CHCP
0205

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

CHSC
0001

化学吸収
法による
CO2回収
技術の要
素技術統
合化にお
ける共通
技術の開
発開始

CHSC
0000

化学吸収
法による
CO2回収
技術の要
素技術統
合化にお
ける共通

技術

CHCP
0001

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.21kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

CHCP
0101

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

CHCP
0201

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

CHCP
0000

化学吸収
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.21kWh/
kg-CO2

CHCP
0109

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

CHCP
0100

化学吸収
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.15kWh/
kg-CO2

CHCP
0209

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

CHCP
0200

化学吸収
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.11kWh/
kg-CO2

CHCP
0009

化学吸収
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.21kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

C1

C2

C3

C4

C5

C0

C6

C7

C8
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PMCD
0101

吸着性能
が従来レ
ベルの

CO2物理
吸着材技
術の開発

開始

PMCD
0100
従来型

CO2物理
吸着材
技術

PMCD
0201

省エネル
ギー型

CO2物理
吸着材技
術の開発

開始

PMCD
0200
省エネル
ギー型

CO2物理
吸着材
技術

PMCD
0301

超省エネ
ルギー型
CO2物理
吸着材技
術の開発

開始

PMCD
0300
超省エネ
ルギー型
CO2物理
吸着材
技術

BTVL
0001

吸着塔・バ
ルブ技術
の開発開

始

BTVL
0000

吸着塔・バ
ルブ技術

VCPM
0001

真空ポンプ
（効率75%）
技術の開
発開始

VCPM
0000

真空ポンプ
（効率75%）

技術

PHCP
0005

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.24kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

PHCP
0105

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.19kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

PHCP
0205

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

PHSC
0001

物理吸着
法による
CO2回収
技術の要
素技術統
合化にお
ける共通
技術の開
発開始

PHSC
0000

物理吸着
法による
CO2回収
技術の要
素技術統
合化にお
ける共通

技術

PHCP
0001

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.24kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

PHCP
0101

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.19kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

PHCP
0201

物理吸着
法による
CO2回収
技術（石炭

火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

PHCP
0000

物理吸着
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.24kWh/
kg-CO2

PHCP
0109

物理吸着
法による
CO2回収

技術（石炭
火力で

0.19kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

PHCP
0100

物理吸着
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.19kWh/
kg-CO2

PHCP
0209

物理吸着
法による
CO2回収

技術（石炭
火力で

0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

PHCP
0200

物理吸着
法による
CO2回収
技術－石
炭火力で
0.15kWh/
kg-CO2

PHCP
0009

化学吸収
法による
CO2回収

技術（石炭
火力で

0.24kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

VRBR
0001

変圧送風
機（効率
75%）技術
の開発開

始

VRBR
0000

変圧送風
機（効率
75%）技術

P1

P2

P3

P4

P5, M14,

S6

P6, S7

P0

P7

P8

P9

 

図２ 物理吸着法によるCO 2回収技術開発のネットワークチャート 
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VCPM
0001

真空ポンプ
技術（効率
75%）の開
発開始

VCPM
0000

真空ポンプ
技術（効率

75%）

MBCP
0005

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.39kWh/
kg-CO2；
液化後）
の要素
技術群

MBCP
0105

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.34kWh/
kg-CO2；
液化後）
の要素
技術群

MBSC
0001

膜分離法
による

CO2回収
技術の

要素技術
統合化に
おける共
通技術の
開発開始

MBSC
0000

膜分離法
による

CO2回収
技術の

要素技術
統合化に
おける共
通技術

MBCP
0001

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.39kWh/
kg-CO2；

液化後）の
要素技術
統合化技
術の開発

開始

MBCP
0101

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.34kWh/
kg-CO2；

液化後）の
要素技術
統合化技
術の開発

開始

MBCP
0000

膜分離法
による

CO2回収
技術－石
炭火力で
0.39kWh/
kg-CO2

（液化後）

MBCP
0109

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.34kWh/
kg-CO2；
液化後）の
要素技術
統合化
技術

MBCP
0100

膜分離法
による

CO2回収
技術－石
炭火力で
0.34kWh/
kg-CO2

（液化後）

MBCP
0009

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.39kWh/
kg-CO2；
液化後）の
要素技術
統合化
技術

ORMA
0001
高分子

CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係
数35）の開

発開始

ORMA
0000
高分子

CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係

数35）

ORPM
0001
高分子

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数35）製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

ORPM
0000
高分子

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数35）製
膜・モジ
ュール化

技術

MBOR
0000
高分子

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数35）

INMA
0101
無機

CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係
数35）の開

発開始

INMA
0100
無機

CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係

数35）

INPM
0101
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数35）製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

INPM
0100
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数35）製
膜・モジ
ュール化

技術

MBIN
0100
無機

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数35）

CDMB
0100

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数35）

INMA
0201
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）材
料技術の
開発開始

INMA
0000
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）材
料技術の
開発開始

INPM
0201
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

INPM
0200
無機

CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）製
膜・モジ
ュール化

技術

MBIN
0200
無機

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数100）

FTMA
0001

促進輸送
CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係
数100）の
開発開始

FTMA
0000

促進輸送
CO2分離
膜材料技
術（CO2/
N2分離係
数100）

FTPL
0001

促進輸送
CO2分離
膜向け膜
液材料技
術の開発

開始

FTPL
0000

促進輸送
CO2分離
膜向け

膜液材料
技術

MBFT
0000

促進輸送
CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数100）

CDMB
0200

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数100）

IHFL
0001
無機

CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜向
け膜液材
料技術の
開発開始

IHFL
0000
無機

CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜

向け膜液
材料技術

IHPM
0001
無機

CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

IHPM
0000
無機

CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜製
膜・モジ
ュール化

技術

MBIN
0200
無機

CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜
技術

FTPM
0001

促進輸送
CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

FTPM
0000

促進輸送
CO2分離
膜（CO2/
N2分離係
数100）製
膜・モジ
ュール化

技術

THFL
0001

促進輸送
CO2分離

膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜向
け膜液材
料技術の
開発開始

THFL
0000

促進輸送
CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜

向け膜液
材料技術

THPM
0001

促進輸送
CO2分離

膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

THPM
0000

促進輸送
CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜製
膜・モジ
ュール化

技術

MBTH
0000

促進輸送
CO2分離
膜・化学吸
収ハイブ
リッド膜
技術

CDMB
0300

CO2分離
膜技術
（CO2/

N2分離係
数1000）

MBCP
0205

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.27kWh/
kg-CO2；
液化後）
の要素
技術群

MBCP
0201

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.27kWh/
kg-CO2；

液化後）の
要素技術
統合化技
術の開発

開始

MBCP
0209

膜分離法
による

CO2回収
技術（石炭

火力で
0.27kWh/
kg-CO2；
液化後）の
要素技術
統合化
技術

MBCP
0200

膜分離法
による

CO2回収
技術－石
炭火力で
0.27kWh/
kg-CO2

（液化後）

M1

M2

M3

M4

M7

M6

M5

M8

M9

M11

M10

M12

M13

P5, M14,

S6

M0

M15

M16

M17

 
図３ 膜分離法によるCO 2回収技術開発のネットワークチャート 
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ARSU
0101

空気分離
技術

（0.34kWh/
Nm3-O2）
の開発
開始

ARSU
0100

空気分離
技術

（0.34kWh/
Nm3-O2）

CYAS
0001

高効率深
冷空気分
離技術

（0.31kWh/
Nm3-O2）
の開発
開始

CYAS
0000

高効率深
冷空気分
離技術

（0.31kWh/
Nm3-O2）

PMOG
0201

省エネル
ギー型空
気分離向
け物理吸
着材技術
の開発
開始

PMOG
0200
省エネル
ギー型空
気分離向
け物理吸
着材技術

BTVL
0001
吸着塔・
バルブ技
術の開発

開始

BTVL
0000

吸着塔・バ
ルブ技術

VRBR
0001

変圧送風
機技術（効
率75%）の
開発開始

VRBR
0000

変圧送風
機技術（効

率75%）

OGCB
0005

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素
技術群

OGCB
0105

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.13kWh/
kg-CO2）
の要素
技術群

OGCB
0205

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技

術群

OGSC
0001

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術の
要素技術
統合化に
おける共
通技術の
開発開始

OGSC
0000

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術の
要素技術
統合化に
おける共
通技術

OGCB
0001

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

OGCB
0101

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.13kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

OGCB
0201

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

OGCB
0000

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2
回収技術
－石炭
火力で

0.15kWh/
kg-CO2

OGCB
0109

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.13kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

OGCB
0100

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2
回収技術
－石炭
火力で

0.13kWh/
kg-CO2

OGCB
0209

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.11kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

OGCB
0200

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2
回収技術
－石炭
火力で

0.11kWh/
kg-CO2

OGCB
0009

O2/CO2燃
焼ボイラに
よるCO2回
収技術（石
炭火力で
0.15kWh/
kg-CO2）
の要素技
術統合化

技術

PMOG
0101

従来型空
気分離向
け物理吸
着材技術
の開発
開始

PMOG
0100

従来型空
気分離向
け物理吸
着材技術

VCPM
0001

真空ポンプ
技術（効率
75%）の開
発開始

VCPM
0000

真空ポンプ
技術（効率

75%）

OGBL
0001

酸素燃焼
ボイラ技術

の開発
開始

OGBL
0000

酸素燃焼
ボイラ技術

PHAS
0000

物理吸着
空気分離

技術
（0.31kWh/
Nm3-O2）

ARSU
0200

空気分離
技術

（0.31kWh/
Nm3-O2）

ARSU
0300

空気分離
技術

（0.28kWh/
Nm3-O2）

S1

S2

S3

S4

S5

P5, M14,

S6

P6, S7

S8

S0

S9

S10

S11
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CRMA
0001

セラミック
ス水素分
離膜材料
技術の開
発開始

CRMA
0000

セラミック
ス水素分
離膜材料

技術

CRPM
0001

セラミック
ス水素分

離膜製膜・
モジュール
化技術の
開発開始

CRPM
0000

セラミック
ス水素分
離膜製膜・
モジュール

化技術

MBRT
0001

膜改質器
モジュール
技術の開
発開始

MBRT
0000

膜改質器
モジュール
技術の開
発開始

HAGT
0001

H2-空気燃
焼ガスター
ビン技術
の開発
開始

HAGT
0000

H2-空気燃
焼ガスター
ビン技術

MOGT
0001

CH4-O2燃
焼ガスター
ビン技術
の開発
開始

MOGT
0000

CH4-O2燃
焼ガスター
ビン技術

HDNG
0001

水素分離
型天然ガ
スガスター
ビン技術
の要素技
術統合化
技術の開
発開始

HDIG
0001

水素分離
型IGCC技
術の要素
技術統合
化技術の
開発開始

HDNG
0009

水素分離
型天然ガ
スガスター
ビン技術
の要素技
術統合化

技術

HDNG
0000

水素分離
型天然ガ
スガスター
ビン技術

HDIG
0009

水素分離
型IGCC技
術の要素
技術統合
化技術

HDIG
0000

水素分離
型IGCC技

術

COGT
0001

CO-O2燃
焼ガスター
ビン技術
の開発
開始

COGT
0000

CO-O2燃
焼ガスター
ビン技術
の開発
開始

MTMA
0001

金属水素
分離膜材
料技術の
開発開始

MTMA
0000

金属水素
分離膜材
料技術

MTPM
0001

金属水素
分離膜製
膜・モジュ
ール化技
術の開発

開始

MTPM
0000

金属水素
分離膜製
膜・モジ
ュール化

技術

MBCR
0000

セラミック
ス水素分
離膜技術

HDMB
0000

水素分離
膜技術

MBMT
0000

金属水素
分離膜
技術

GFCA
0001

酸素吹き
石炭ガス
化技術の
開発開始

GFCA
0000

酸素吹き
石炭ガス
化技術

DSCA
0100

石炭ガス
化ガスの
湿式脱硫

技術

DTCA
0200

石炭ガス
化ガスの
脱塵技術

GPCA
0100

石炭ガス
化ガスの
湿式ガス
精製技術

H1

H2

H3

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11
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